
 
 

 
令和元年度「土壌医の会全国協議会」事業報告 

 

Ⅰ．定例会議 

１．第１回幹事会 

◆日 時：令和元年７月１９日（金）午後２時～午後４時３０分 
◆会 場：片倉コープアグリ（株） １５階会議室 

東京都千代田区九段北１丁目８番１０号 住友不動産九段ビル１５階 
◆出席者： 

・来賓：農林水産省生産局農業環境対策課 課長補佐 白垣龍徳 氏 
・幹事：会長 野口勝憲、副会長 上野秀人、調査研究部会長 長谷川 

雅義、土づくり普及部会長 猿田年保  
幹事他４名 出席幹事合計８名 欠席幹事５名。 

・幹事候補：根本浩（札幌土壌医の会会長） 
・監事：今井伸治（前公財 日本肥糧検定協会理事長） 

西出邦雄（一社 全国肥料商連合会 専務理事） 
・幹事候補：村口典行（一社 全国肥料商連合会 常務理事兼事務局長 
・顧問：小林新（ＪＡ全農耕種資材部技術対策課長） 

猪股敏郎（一財 日本土壌協会 専務理事） 
日高 伸（一財 日本土壌協会 常務理事） 
事務局（一財）日本土壌協会 知念、高橋、越谷 

開 会 
（１）開会挨拶  土壌医の会全国協議会 会長  野口勝憲 氏 
（２）来賓挨拶  農林水産省 農業環境対策課  課長補佐 白垣龍徳 氏 
（３）議事録署名人選任 （株）松本微生物研究所 技術普及部長 猿田年保氏を選任 
（４）土壌医検定試験・資格登録事業の動向について 
◆議 事 
（１）第１号議案 平成３０年度事業報告（案）と収支決算（案）承認の件 
（監査報告） 
（２）第２号議案 令和元年度事業計画（案）と収支計画（案）承認の件 
（３）第３号議案 役員改選の件 

幹事・監事の選任 
退任幹事：橋本崇（和歌山農業大学校就農支援センター主査） 
退任幹事：清澤正幸（日本肥糧取締役開発普及部長日本肥糧土壌医の会会長） 
新任幹事：根本浩（根本農場代表 札幌土壌医の会会長） 
退任監事：西出邦雄（一社）全国肥料商連合会 専務理事 
新任監事：村口典行（一社）全国肥料商連合会常務理事兼事務局長 
他の幹事・監事はすべて再任された。 
 



 
 

◆報告事項 
（１）土壌医の会正会員とそれ以外の方とのメリットの相違について 
（２）土壌医の会の年会費の徴収方法について 
（３）有効態リン酸含量とホウレンソウ及びコマツナの生育について 
（４）地域土壌医の会と全国協議会の共催による「地域重要問題研修会」について 
（５）土づくりコンソーシアムの設立について 
閉会挨拶 土壌医の会全国協議会 会長 野口勝憲 氏 

◆情報交流会 午後５時～７時 参加者１３名 
土佐かつお料理の「わらやき屋九段下」 
 

２．第２回幹事会 

◆日 時：令和元年１１月７日（木） 午前１０時１５分～１２時 
◆会 場：千代田区立日比谷図書文化館 ４階 セミナールームＡ 

千代田区日比谷公園１－４ 電話：０３－３５０２－３３４５ 
◆出席者：来賓：（一財）日本土壌協会 会長 松本總 

（一財）日本土壌協会 副会長 牛久保明邦 
・幹事：会長 野口勝憲、調査研究部会長 長谷川雅義、土づくり普及部会長 猿 

田年保 幹事他６名 幹事合計９名 欠席幹事３名。欠席顧問 1名 
・監事：今井伸治（前公財 日本肥糧検定協会理事長） 

村口典行（一社 全国肥料商連合会常務理事兼事務局長） 
・顧問：小林新（ＪＡ全農耕種資材部技術対策課長） 

猪股敏郎（一財 日本土壌協会 専務理事） 
開 会 
（１）開会挨拶  土壌医の会全国協議会 会長 野口勝憲 氏 
（２）来賓挨拶 （一財）日本土壌協会  会長 松本聰  氏 

◆議 事  
（１）令和元年度の事業の経過報告 

・地域土壌医の会の活動と今後の計画  
（２）優良土づくり推進活動表彰制度改正の経過と内容 
（２）－１ 優良土づくり推進活動表彰実施要領の一部改正 
（２）－２ 令和元年度 優良土づくり推進活動表彰応募要領 
（２）－３ 優良土づくり推進活動表彰の審査規定 

（３）「土壌医資格登録と継続研鑽に関する要綱」改正の経過と今回改正のポイント 
（３）－１ 土壌医資格登録と継続研鑽に関する要綱一部改正 

（４) その他  
（４）－１ 土壌医の会正会員と資格登録者の業務推進上のメリット 
（４）－２ 土壌医の会等の活動に対する助成要綱について 
（４）－３ 令和元年度土壌医の会等活動に対する助成要綱に基づく事業の公 

募要領について 



 
 

（５）別紙資料  
５）－１ 土壌医の会の組織化の現状 
（５）－２ 土壌医検定試験の受験者数の動向と２０１９年度土壌医検定試験の実

施概要 
（５）－３ 土壌医検定に関する研修会の実施概要 
（５）－４ 基調講演資料 
（５）－５ 第 1回幹事会議事録 
閉会挨拶  土壌医の会全国協議会 会長 野口勝憲 氏 
 

 Ⅱ．第３回全国交流大会 

◆日 時：令和元年１１月７日（木） １３：３０～１６：４５ 
◆会 場：千代田区立日比谷図書文化館 地下１階 大ホール 

東京都千代田区日比谷公園１－４ 電話：０３－３５０２－３３４０ 
◆主 催：土壌医の会全国協議会（事務局（一財）日本土壌協会） 
◆参加者：約１００名 
◆プログラム 
１．開会挨拶 土壌医の会全国協議会 会長 野口勝憲 氏 
２．来賓挨拶 農林水産省生産局農業環境対策課 課長 及川仁 氏 
３．優良土づくり推進活動の表彰 
（１）審査講評 
（２）表彰状と副賞授与 
１）農林水産省生産局長賞： 

柴田敏光氏（札幌土壌医の会（ＪＡ道央）） 
２）日本土壌協会会長賞（最優秀賞） 
（個人部門） 
岩舘康哉氏（土壌医の会全国協議会正会員（岩手県農業研究センター）） 
土屋汐里氏（生科研土壌医の会） 

（土壌医の会部門） 
日本肥糧土壌医の会 
片倉コープアグリ土壌医の会 

３）全国協議会会長賞（優秀賞） 
（個人部門） 
真貝文行氏（新潟県土壌医の会（新潟県村上地域振興局農林振興部）） 
石野和孝氏（土の匠土壌医の会） 
大井泰輔氏（片倉コープアグリ土壌医の会） 
谷田貝敦氏（首都圏土壌医の会（クリオン（（株）） 

（土壌医の会部門） 
首都圏土壌医の会 
片倉コープアグリ土壌医の会 



 
 

（３）表彰者からの活動成果の発表  
日本土壌協会会長賞を受賞した、岩手県農業研究センターの岩舘康哉氏が「土 
壌診断に基づいたキュウリホモプシス根腐病の総合防除対策の確立」について発 
表した。 

４．基調講演 
演題：「植物共生研究の現状と展望：微生物の生活様式の理解と活用」 
講師：国立研究開発法人 産業技術総合研究所 生物プロセス研究部門 

生物資源情報基盤研究グループ  主任研究員 菅野 学 氏 
５．部会活動報告  

各部会長から活動報告の詳細は、Ⅲ．事業報告の２の部会活動に記載。 
・研鑽部会：野口部会長 
・調査研究部会：長谷川部会長 
・土づくり普及部会：猿田部会長 

６．令和元年度事業報告関係資料 
各資料の要点の報告があった。 

（１）令和元年度事業計画 
（２）優良土づくりの表彰事業の改正の経過と内容 
（２）－１ 優良土づくりの表彰事業の実施要領の一部改正 
（２）－２ 優良土づくりの表彰事業の応募要領 
（２）－３ 優良土づくりの表彰事業の審査規定 

（３）土壌医資格登録と継続研鑽に対する要綱改正の経過と今回改正のポイント 
 （３）－１土壌医資格登録の継続研鑽に関する要綱一部改正 
（４）土壌医の会の正会員や資格登録者の業務推進上のメリット 
（５）土壌医の会の活動に対する助成要綱 
（５）－１ 令和元年度土壌医の会等の活動に対する助成要綱に基づく事業の公募

要領 
７．閉会挨拶 土壌医の会全国協議会 会長 野口勝憲 氏 
 

◆情報交流会：午後５時～６時４５分 地下１階 レストラン「プロント」で開催 
参加者３３名 

Ⅲ．事業報告 

１．重点課題の推進 

（１）空白地域を中心とした地域土壌医の会の組織化 
土壌医の会全国協議会、（一財）日本土壌協会と連携して組織化の核となる方を
見出し、その方を中心とした空白地域（特に、東北、北関東、中国、南九州地域等）
の組織化を進めた結果、中国、九州地区を中心に５つの地域土壌医の会が結成され
た。令和２年３月３１日時点の土壌医の会の組織化の現状は、会の総数３１（うち
事業体土壌医の会１３、地域土壌医の会１８）である。 
地域土壌医の会の結成を重点に進めた結果、地域土壌医の会が事業体土壌医の会



 
 

を５上回った。 
 

令和元年度に結成された地域土壌医の会 
設立日 名称 会長 事務局所在地 区分 

７月１８日 九州土壌医の会 大畑和生 長崎県 地域土壌医の会 

７月２５日 山陰土壌医の会 松本真悟 島根県 地域土壌医の会 
９月１７日 福岡土壌医の会 一百野昌世 福岡県 地域土壌医の会 
１２月３日 北部九州土壌医の会 染谷孝 福岡県 地域土壌医の会 

２月３日 宮崎土壌医の会 赤木康 宮崎県 地域土壌医の会 
 
（２）土壌医の会正会員拡大と継続研鑽、交流活動の促進 

土壌医の会の活動を盛り上げ、正会員を増やしていくと共に、社会的認知度を
高めていくことが重要である。 

 
１）３１土壌医の会の全体の正会員数             （単位：名） 
正会員 平成30年度決算（Ａ） 令和元年度決算（Ｂ） 対前年増減 

ゴールド会員        ７０        ６８        △２ 
シルバー会員       ３４３       ３７０        ２７ 

合計       ４１３       ４３８        ２５ 

 
２）資格登録者や土壌医の会の正会員になるメリットを PR 

資格登録や土壌医の会の正会員になるメリットを「土壌医の会正会員とそれ
以外の方との業務推進上のメリットの相違」が分かる一覧表を作成し、配布と
HP で PR した。 
資格登録者になると、名刺等に肩書きが書けるとともに、研修会等の参加割

引があり研鑽しやすくなる。さらに、土壌医の会に属していると、研鑽機会や
交流機会が拡大するが、土壌医の会の正会員になると CPD の申請や取得がやり
やすくなるとともに、資格が活用される場面が拡がっている。 

３）土壌医の会の土づくり普及活動と CPD 単位取得機会の拡大 
地域土壌医の会では、土づくりの普及活動と相まって正会員拡大が進められ

ている。特に、会員以外の方（農業者、農業法人、農協などの農業従事者、市
民・体験農園等の利用者、行政職員等）を対象とした土づくり研修会講師や pH
等測定診断相談会の指導者等、さらに農業高校、農業大学校などへの土づくり
普及のための出前研修の講師が行われている。 
これらの活動は土壌医の会の認知度と社会的評価を高める活動であり、これ

に関する「CPD 単位取得メニュ―」が増えた。具体的には、活動成果について、
小さな業績でも CＰD申請を可能とするとともに、土壌医の会として一定の土づ
くりの成果をあげた場合は関係した会員に CPD 単位が加算されるように「土壌
医資格登録と継続研鑽に関する要綱」が一部改正（令和元年９月）された。地



 
 

域土壌医の会の活動内容を広く知ってもらうために、１４の「地域土壌医の会
の案内情報」を土壌医の会全国協議会のＨＰにアップした。 

４）第２回優良土づくり推進活動表彰実施 
土壌医等の土壌医の会の社会的認知度向上と活動成果の向上を狙いとした

「優良土づくり推進活動表彰」は、令和元年度１１月７日（木）千代田区立日
比谷図書文化館 地下１階 大ホールで土壌医の会全国協議会と（一財）日本
土壌協会の共催により行われた。本年度は、新たに農林水産省生産局長賞が設
けられ、柴田敏光氏（札幌土壌医の会（ＪＡ道央）が受賞した。 

２．部会活動 

【研鑽部会】 

地域土壌医の会の組織化を中心に推進するとともに、土壌医の会の会員拡大
と研鑽、交流活動の促進、優良土づくり推進活動の表彰の推進を図った。 
土壌医の会全国協議会の行事として、第 3 回全国交流大会の開催や全国土壌

改良資材協議会、（一財）日本土壌協会等と共催による研修会を行った。 
（１）第３回全国交流大会の開催 

多くの方の関心の高いテーマの講演、資格登録者や土壌医の会の会員拡大と
研鑽、交流活動の促進、優良土づくり活動の表彰の推進を図るため、第３回交
流大会を１１月７日（木）に千代田区立日比谷図書文化館 地下１階 大ホー
ルで（一財）日本土壌協会と共催により開催した。 

「優良土づくり推進活動表彰」は、本年度は、新たに農林水産省生産局長賞
が設けられ、柴田敏光氏（札幌土壌医の会（ＪＡ道央）が受賞した。 

（２）全国土壌改良資材協議会との共催による研修会（ＣＰＤ単位対象研修会） 
１）演題：「米国カリフォルニア州における有機農業と米国微生物資材の基準と
利用」 

・日時：平成３１年４月１７日  午後３時～４時４５分 
・講師：カリフォルニア大学サンタクルーズ校環境学科 村本穣司 氏 
・参加者：４９名（内土壌資格登録者１６名） 
２）演題：「有機物と土壌物理性」 
・日時：令和元年５月２８日 午後３時～４時４５分 
・講師：国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構  
農業環境変動研究センター 物質循環研究領域 水質影響評価ユニット 

主席研究員 吉川省子 氏 
・参加者：７１名（内土壌医等資格登録者２２名） 
３）現地研修会：「秋の合同現地研修会長野県松本地域」 
・日程：令和元年９月１２日・１３日 
・視察地：長野県野菜花き試験場、果樹圃場、ワサビ農場視察 
・協力：信州土壌医の会 
・参加者：３６名 
４）演題：「微生物叢のビッグデータを農業に活かす」 



 
 

・日時：令和元年１２月１６日 午後３時～４時４５分 
・講師：京都大学生態学研究センター 准教授 東樹宏和 氏 
・参加者：５２名（内（土壌医資格登録者等１６名） 

（３）（一財）日本土壌協会との共催による研修会 
１）名称：初級・中級レベル実践研修会 
・日程：令和元年１１月３０日・１２月１日 
・場所：片倉コープアグリ（株）筑波総合研究所（土浦市） 
・参加者：１０名 講師・事務局５名 合計１５名 交流会 １４名 
２）「土づくり推進フォーラム」や「土づくり推進シンポジウム」を共催で行った。 

【調査研究部会】 

（１）地域重要問題研究会 
兵庫県淡路島において耕畜連携や土壌病害に関する課題解決を検討し、これら
を通じて全国 に共通した問題解決及び土づくり指導の参考に資するため、下記の
とおり研修会を土壌医の会全国協議会との共催により兵庫県淡路島で行った。 
・日程：令和元年１１月２６日（火）・２７日（水） 
・対象地域：兵庫県淡路島 
・参加者：講師を含めて３０名 
・参加費：18,000円(資料代、交通費、宿泊費を含む) 情報交換会費：5,000円  
・行程の概要は以下の通りである。 
「１日目」 

JR 新神戸駅に集合してバスで淡路島へ向かった。車中で野口勝憲土壌医の会全
国協議会会長の開会挨拶に始まり、開催地である間藤徹近畿土壌医の会会長の挨
拶があった。これに続いて、土壌医の状況等が紹介された。 
①吉備国際大学南あわじ志知キャンパス 
講演：淡路地域における野菜類の病害発生 
講師：吉備国際大学 教授 相野公孝 氏 
淡路島の特産品であるタマネギやレタスで問題となっている病害について豊

富なデータに基づいた対策を紹介された。このあと、実験室や栽培施設を視察し
た。 

「２日目」 
宿舎から兵庫県淡路農業技術センターへの移動中に車窓から南あわじの土壌 

管理や栽培品目の特徴について講義を受けた。 
②兵庫県県立農林水産技術総合センター淡路農業技術センター 
・同センターの真野隆司課長から淡路島の農業生産全般についての説明と場内の
試験ほ場を視察した。 
・南淡路農業改良普及センターの吉冨千晶氏からホールクロップサイレージを活
用した、この地域ならではの耕畜連携の推進についての講演。 
・兵庫県立農林水産技術総合センターの大塩哲視主任研究員から淡路島の土壌分
布の特徴について、これまでの土壌調査の成果を含めて紹介があった。 



 
 

・移動の車内において土壌協会の猪股専務理事から土壌医の会の活動状況の報告
と兵庫県立農林水産技術総合センターの本田理主任研究員から淡路島の農業生
産についての詳細な解説があった。 

（１）土壌診断を効果的に実施するためのデータベースの整備 
「有効態リン酸含量とホウレンソウおよびコマツナの生育」 
資格登録者等が適切な土壌診断と処方箋作成を、効率的に行うためのデータ整
備として以下の調査・試験を行った。 
１）目的  
有効態リン酸含量に対する反応は野菜の種類によって異なり、ホウレンソウと

コマツナは生育に適する有効態リン酸含量が異なると推定される。そこで、有効
態リン酸含量とこれらの生育の関係を調査する。 

２）方法 
供試土壌（砂丘未熟土）について過リン酸石灰を用いて有効態リン酸含量を 7

段階（4.5～300 mg/100g）に設定した。各ポットの窒素と加里は各 40 mg/100g と
なるように硫安と塩化加里で調整し、ホウレンソウとコマツナの栽培試験を実施
した。 

３）結果 
播種 39日後にホウレンソウ、35日後にコマツナの生育状況を観察した。その

結果、生育に最も適する有効態リン酸含量はホウレンソウで 50 mg/100g、コマツ
ナで 20 mg/100gであり、相違が認められた。結果については第 1回幹事会で報告
を行った。 

【土づくり普及部会】 
農業高校等の出前研修の推進とともに、会員外の方々への土づくり普及や土壌医検

定試験・資格登録制度等の認知度向上に向けた活動を行った。 
（１）農業高校等３校への出前研修の実施 

学校名 実施日 講師 出席者 

高知県立農業大学校 

（３級受験研修会） 

令和２年 1月２５日・

２月８日 

山崎浩司（（高知県土壌医

の会会長 土壌医） 

２３名 

徳島県立農林水産総合

技術支援センター 

（２級受験研修会） 

令和２年２月１日 梯 実人（土壌医） ４０名 

大分県立農業大学校 

（３級受験研修会） 

令和２年２月７日 小野忠（大分土壌医の会） ２３名 

＊前年度は、１校 
 
 
 
  


